
・ 足立スタンダードを基盤にICTを効果的に活用した「主体的・対話的で
深い学び」の実現
・ 実社会とのつながりを実感する単元構成と達成感のある授業
・ 評価計画を生徒・保護者と共有し、適正で信頼性のある評価・評定
・ 各種学力調査等、エビデンスに基づく実態把握と具体的対応策の実施
・ 学力向上アクションプランを念頭に、学校・学年単位で取組みを徹底

学習指導

令和６年度 谷中中学校 学校経営方針 足立区立谷中中学校校長 三輪 政継

教育目標 自ら学ぶ生徒 豊かな心をもつ生徒 たくましく生きる生徒

成果指標

項目 R5 R6 項目 R5 R6 項目 R5 R6

区
調
査

通過率
国/数/英

６４．５ / ６７．７ / ６７．０
(－5．7/＋0．1/＋3．9)

70
(+5)

学
校
評
価

１２ SNS等を含め、学校のルールを守って生活する 95 100

学
校
評
価

２ 学習や行事、諸活動で自分の成長を実感できた ８８ 90

授業が分かる
76.2
(+9)

＋ 3 １４ 思いやりの心をもって、友人と接する 95 100
４ 進路の学習や諸活動を通して、将来の夢や希望
を持つことができた

75 80

学習に関する自己調整
66.2
(+２)

＋ ５
１６ 自分の活動・努力を周囲の仲間や先生・保護
者等に認められている

83 90 
５ 委員会・係活動や各種行事、部活動等に積極的
に取り組み、達成感を得られた

86 90

粘り強さ
69.9
（-1）

＋ ５ １８ 自分自身や自分の周りで、いじめはなかった 94 100
１１ 「みそあじ言」を意識し、基本的生活習慣が身
についた

87 90

言語能力
68.2
(+２)

＋ ５
１９ いやなことや困ったことがあったとき、相談でき
る友達がいる

93 100
１３ SDGｓの目標を理解し、個人としても実現可能
な活動を心がけた

89 95

情報活用能力
59.2
（-3）

＋ 10 ２１ 家族とよく会話をし困りごとの相談もできている 85 95 - - -

重点指導
取組項目

学力保証 人権意識の涵養・規範意識の醸成 SDGｓの推進・キャリア教育の充実

○ ICTを活用した授業改善 ○ YSTの充実
○ 個に応じた学習機会の充実

○ SWPBSの全校展開 ○ いじめ防止対策の強化
○ 各種教育活動との関連化・全体計画の策定

○ 基礎的汎用的能力の育成 ○ 「夢デザインシート」の活用

・ 生徒理解に努め、温かい人間関係を基盤として、教職員と生徒、保護者の
信頼関係を構築
・ 教職員の情報共有を密に行い、共通理解、共通実践を徹底
・ ｢いじめ｣や生徒の悩み等の早期発見、早期解決に努め、正確な情報収集、
問題発生の未然防止、適切な初期対応を組織的に実践
・ 伝統となっている「みそあじ言」を継承し、規範意識を醸成

・ 生徒がよさを発揮できる場を設け、互いに認め、高め合う人間関係を
構築。ＷｅｂＱＵをの分析による要配慮生徒の適切な支援
・ キャリア教育を計画的に展開し、基礎的汎用的能力の中で、人間関係
形成能力・社会形成能力やキャリアプランニング能力を育成
・ 学級活動や行事、生徒会活動や部活動、ＳＷＰＢＳ等を通して、ボラン
ティアマインドや他人を思いやる態度、レジリエンスを育成

生徒指導 特別活動

・ 特別の教科「道徳」を、道徳教育推進教師を中心に、内容の改善･充実、評価の
適正化を図るとともに年間指導計画に基づいた道徳授業を実践
・ すべての教育活動を通し、人間尊重の精神と思いやりの心、正義感、倫理観、
規範意識を育て、道徳的実践力を培う

道徳教育

・ 国際感覚を磨き、培った知識・技能を基に創造的に情報発信
・ 探究学習、体験学習等を通して、意欲的に課題を設定し、粘り強く課題解決に
取り組み、積極的に表現・発表する資質・能力を育成
・ ＳＤＧｓを中心に自由進度学習を見据え教科横断的な教育課程を編成

・ 自らの生き方を考え、主体的に進路を選択できるよう、学校の教育活動
全体を通じ、計画的・組織的なキャリア教育・進路指導
・ 学校生活への適応と将来の生き方を考え行動する態度や能力の育成
を図る教育活動全体を通じガイダンス機能の充実

総合的な学習の時間 進路指導・キャリア教育

・ 学校が常に「機能的組織体」であるために、副校長、主幹・主任教諭を中心に、全教職員がもてる能力を十分に発揮し、
支え合い、認め合い、助け合い、お互いに切磋琢磨しながら課題解決が図れる教職員集団を実現
・ 新しい学習指導要領や教育課題に積極的に対応し、より実践的な校内研修や各種研修会を通して、教職員全体の
資質向上と教育活動を活性化
・ ミドルリーダーを講師としたミニ研修会の計画的実施等、組織としてＯＪＴを推進し、個々の教職員の資質向上
・ 小中連携計画に基づく「共通実践事項の徹底」「中１ギャップの低減と解消」「目的に応じた講師招聘」
・ モジュールを活用した時数確保と谷中の日設定による働き方改革の推進

組織力の活用・強化

・ PTA、みつわ会、ＹＳＳＳ、谷中会、地域の関係諸機関などとの連携を通し、保護者や地域の教育力を活用した学校教育
活動の充実
・ 学校運営協議会・開かれた学校づくり協議会(みつわ会)等を活用し、学校の教育活動に対する理解と協力、地域の声
を反映させ、学校教育の活性化
・ 地域行事、ボランティア活動に積極的に生徒を参加させ、教職員も参加することにより、地域との連携を深め、地域の学
校化の推進
・ 保護者や地域、協議会委員による学校評価等の実施結果を分析し、学校改善へ積極的に活用

家庭・地域との連携（開かれた教育課程）

■ キャッチフレーズ
「みそあじ言」を基軸に、「千客万来 開き・深め・発信する谷中中」・「心理的安全性の高い学校づくりで『いじめゼロ・学校満足度１００％」( )は区平均との差 単位 (%)


